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論 文 内 容 の 要 旨
申請者宮西敬直の表記の主論文は4章より成 り, 第1章では原子核の低励起状態が振動および回転の集
団運動として取 り扱われ出して以来現在の微視的理論に至るまでの研究の推移, その抱えている問題点を






されたいきさつ, さらにそれらを精細に検討することから, 非調和効果の果す役割り, とくにそれが球形
核から遷移領域にわたって存在する準回転的励起状態の説明に欠くことができないものであることを述べ
ている｡ これらの研究に対する申請者の貢献は参考論文1, 2, 3に含まれており, 核理論の発展に大きく
寄与したものである｡
さらに第 2章では, 車重核の集団励起でおこるいわゆる振動, 回転という割り切った形で考えられない
多くの集団励起状態, つまりこれらの中間に存在する励起状態の存在とそれを統一的に記述できるような
理論の必要性を論じ, このような遷移領域を含めた集団運動を記述しようとするいくつかの試みに対する
申請者の見解が述べらている｡ とくにこの問題に対しては申請者は丸蘇, 山村, 西山の諸氏と協力して,
参考論文4に発表したように偶核の振動および回転運動の統一的な微視的理論への重要な寄与を行なって
いる｡ ここでの基本的な考え方は, 前述の非調和項の中に振動から回転励起を媒介する何かの規則性があ
ると考え, p.p.Å近似 (RandomPhaseApproximation)の定式化を, これらを取 り入れるように拡
張する点にあるが, 参考論文4ではさらに, この考え方を発展させて, 運動の基本要素をあらゆる型の粒
子演算子の対にとり, その運動方程式を解く方法を開発しようとしている｡ 四重極相互作用の場合は, こ
-112-
れらの方法が回転運動の解明に大きい手がかりを与えることになる｡ この方向への理論の展開はその後山
村, Gross氏らが行ない, かなりの成果を挙げているが, 相当複雑な取 り扱いが必要になる｡ 申請者はそ
れと異り, 相互作用を対相互作用の場合についてこの考え方を発展させた｡
第3章は上述の対相互作用理論の展開を中心にしている｡ この部分は, この総合報告の核心になる独創





きる｡ さらに, 申請者が行なった対相互作用の場合は結合型式がスカラー型になるため, 非常に兄とおし
のよい理論をつくることができる｡ 対相互作用のみを残留相互作用としてとる場合にはこの場合特有の集





れを正確に解くことのできる 2-jshell のみの場合に適用してその妥当性を検討している｡ この場令, 得
られた結果は, 転移点近傍を除いて, 従来解かれていた解とかなりよく合い, 転移点近傍では従来の理論
の破綻を救う形に出ている｡ このことから, 第4章において申請者は, この相互作用の理論はノルマル状
態とスーパー状態と統一して取 り扱え, 相互作用のあらゆる領域でよい近似を与えること, さらに物理的
措像がえがきやすく, 現実の原子核への適用も可能であろうと結論している｡





主論文の前半に述べられているように, 原子核の集団運動の微視的研究は, 1960年丸森 ･Barangerら
が残留相互作用として四重極相互作用, 対相互作用を用い, 準粒子対の R.P.A 近似 (Random Phase
Approximation)を適用する理論を提唱して以来, 多くの研究者によって展開され, とくに丸森, 山村ら

















化にとどまらず, これを正確な解が得られる簡単な模型として 2･jshell のみが存在する場合に適用し,
従来の理論の結果と比較して, その優位さを示している｡ さらにこの理論はその物理的描像が比較的明確
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